ワイズがCPDS認定

「工事成績対策」WEBセミナーを開講
建設系ソフトウェア会社の(株)ワイズ（本社:長野県長野市）は、同社ホームページにおいてインターネットを利用した学習形式（ｅラーニング）のWEBセミナーを開講した。

今回開講したセミナーは全国の建設業協会八四会場で講師派遣や後援されている「工事成績対策セミナー(基礎編)」である。このセミナーでは総合評価方式入札制度の現状と工事成績対策の重要性、工事成績の採点方法と逆算手法や考査項目運用表について学習することができ、(社)全国土木施工管理技士会連合会の継続学習制度（CPDS）を三ユニット取得することができる。

このWEBセミナーの内容は動画や音声などによるわかりやすいセミナー形式で、時間や場所を選ばず学習することができる。受講チケットの標準価格は四九八〇円(税込)で、複数名での同時申込み、又は同社の施工管理関連ソフトウェアとの同時購入により割引特典が受けられ、購入手続き後九〇日間は繰り返し受講することができる。同社ホームページで体験版を試聴することができる。

資料請求等の問い合わせ先は、(株)ワイズ（〇二六 ― 二六六 ― 〇七一〇）担当 山本まで。
